
JP  6620339  B2  2019.12.18

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

穴のある固定した隔壁を介して互いに接した密封性の第一室と第二室と、第一室内で回転

する羽根を有する回転軸体と、第一室に存在し、前記羽根を介して前記回転軸体に制動力

（反応力）を与える媒体と、第二室は、前記隔壁と対する側にある移動板を備えたピスト

ンと、前記ピストン又は前記移動板を押す復元体を備えていて、前記回転軸体の回転開始

により、前記羽根に前記媒体による制動がかかり、前記回転により、前記媒体が前記隔壁

の前記穴を介して、第一室から第二室に移動するにつれ、第一室内の前記媒体が減少して

、前記制動力は緩和され、前記復元体により前記移動板が第二室の前記媒体を押す力と、

前記羽根が前記媒体を押す力が拮抗したときに、前記媒体が前記隔壁の前記穴を移動する

ことを停止して、その状態で最低の制動力状態に至り、前記回転軸体の前記回転が止まる

と、前記羽根が前記媒体を押す力がなくなるので、前記復元体により前記移動板が第二室

内の前記媒体を押して、前記媒体は第二室から第一室に前記穴を移動し、第一室の前記媒

体は多くなり、始動時の前記制動力が回復することを可能としたことを特徴とする始動時

制動装置。

【請求項２】

前記復元体には、復元力可変手段を備えて前記復元体の復元力を可変することを可能とし

たことを特徴とする請求項１記載の始動時制動装置。

【請求項３】

第一室の容器壁の室内面には、前記媒体を導くために前記隔壁の前記穴に繋がる溝状又は
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柵 状 の 媒 体 誘 導 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 始 動 時 制 動 装

置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 回 転 軸 体 又 は 、 前 記 回 転 軸 体 に 接 続 す る 回 転 部 に 接 触 し て 所 望 の 制 動 力 を 与 え る 回 転

制 動 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 始 動 時

制 動 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

車 輪 と 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 始 動 時 制 動 装 置 と を 備 え 、 前 記 始 動

時 制 動 装 置 の 前 記 回 転 軸 体 を 前 記 車 輪 の 回 転 軸 に 接 続 し 、 且 つ 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 筐

体 等 の 非 回 転 部 を 前 記 車 輪 の 筐 体 に 固 定 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 車 輪 駆 動 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

ピ ニ オ ン と 前 記 ピ ニ オ ン に か み 合 う ラ ッ ク と 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記

載 の 始 動 時 制 動 装 置 と を 備 え 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 前 記 回 転 軸 体 を 前 記 ピ ニ オ ン の 回 転

軸 に 接 続 し 、 且 つ 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 筐 体 等 の 非 回 転 部 を 前 記 ピ ニ オ ン 及 び ／ 又 は 前

記 ラ ッ ク を 有 す る 筐 体 等 の 非 回 転 部 に 固 定 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 並 進 駆 動 装 置

。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 移 動 や 回 転 な ど の 動 作 の 初 期 に 制 動 力 を 備 え 、 そ の 後 の 動 作 で は 制 動 力 が 緩 和

さ れ る 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 、 移 動 や 回 転 な ど の 動 作 に 対 し て 制 動 を 与 え る も の と し て は 、 摩 擦 力 を 意 図 的 に 与 え

る ブ レ ー キ や 、 ス プ リ ン グ に よ る 押 圧 し て 摩 擦 力 を 与 え る も の が 知 ら れ て い る 。

ブ レ ー キ は 、 自 動 車 や そ の 他 の 移 動 体 で 使 わ れ て い る 。 図 ５ は 従 来 の 制 動 手 段 の 一 例 を 示

す 図 で あ り 、 ス プ リ ン グ の 例 を 示 す 。 ５ － Ａ に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ と ガ ス ス プ リ ン グ の

伸 び と 制 動 力 （ 応 力 ） の 関 係 を 示 す 。

伸 び に 応 じ て 制 動 力 が 得 ら れ る 。 ５ － Ｂ に は 、 ガ ス ス プ リ ン グ の 構 造 を 示 す 。 二 つ の 密 閉

し た 部 屋 を エ ア 穴 を 持 つ 移 動 自 在 な ピ ス ト ン が 区 分 し て い る 。 ピ ス ト ン を 押 引 き に よ り 、

エ ア の 抗 力 を ピ ス ト ン が 受 け る た め 、 動 き に 制 動 が か か る 。 ５ － Ａ に は 、 こ の 特 性 が 示 さ

れ て い る 。 ５ － Ｃ に は 、 ガ ス ス プ リ ン グ で ピ ス ト ン を 押 引 き に よ り 圧 縮 、 停 止 、 延 伸 を 行

っ た 場 合 の 制 動 力 （ 応 力 ） の 関 係 を 示 す 。 ブ レ ー キ も ス プ リ ン グ も 、 そ の も の 自 体 で 、 移

動 や 回 転 な ど の 動 作 の 初 期 に 制 動 力 を 与 え る 装 置 は な い 。

然 る に 、 移 動 や 回 転 な ど の 動 作 の 初 期 に 制 動 力 を 与 え 、 そ の 後 の 動 作 で は 制 動 力 が 緩 和 さ

れ る 装 置 の 必 要 性 が 見 出 さ れ る 。 例 え ば 、 歩 行 補 助 を す る 手 押 し 車 は 、 使 用 者 が 手 を 掛 け

た と き は 、 移 動 し に く い 状 態 で あ る ほ う が 好 ま し い 。 容 易 に 動 く の は 、 使 用 者 が 転 倒 す る

危 険 性 が あ る 。 最 初 は 、 制 動 が 利 い て 動 き に く く 始 ま り 、 少 し 動 い て か ら 制 動 が 緩 和 さ れ

て 、 所 望 の 動 き に な る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 例 は 、 多 く の 応 用 例 で 見 出 す こ と が で

き る 。 例 え ば 、 椅 子 の 車 輪 、 乳 母 車 の 車 輪 、 台 車 、 開 閉 ド ア な ど で あ る 。

特 許 文 献 １ と 特 許 文 献 ２ で は 、 所 望 の 移 動 速 度 を 越 え た 場 合 に 、 制 動 を 掛 け る も の が 示 さ

れ て い る 。 こ れ ら の 欠 点 は 、 所 望 の 移 動 速 度 に な っ て か ら 制 動 を 掛 け る と 、 急 激 な 制 動 に

な り 、 危 険 が あ る 。 更 に 、 通 常 時 の 速 度 も 抑 え ら れ て し ま う 欠 点 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ７ ０ ３ ４ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ９ ７ ８ ４ ７

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】

本 発 明 の 課 題 は 、 移 動 や 回 転 な ど の 動 作 の 初 期 に 制 動 力 を 備 え 、 そ の 後 の 動 作 で は 制 動 力

が 緩 和 さ れ る 装 置 と こ れ を 用 い た 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 は 、 媒 体 が 通 過 す る た め の 穴 の あ る 固 定 し た 隔 壁 を 介 し て

互 い に 接 し た 密 封 性 の 第 一 室 と 第 二 室 と 、 第 一 室 内 で 回 転 す る 羽 根 を 有 す る 回 転 軸 体 と 第

一 室 に 存 在 し 、 羽 根 、 従 っ て 、 回 転 軸 体 に 制 動 力 （ 反 応 力 ） を 与 え る 媒 体 と 、 第 二 室 は 、

隔 壁 と 対 す る 側 に あ る 移 動 板 を 備 え た ピ ス ト ン と ピ ス ト ン 又 は 移 動 板 を 押 す 復 元 体 を 備 え

る も の で あ る 。

以 下 、 請 求 項 に 沿 っ て 記 述 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 始 動 時 制 動 装 置 で あ っ て 、

穴 の あ る 固 定 し た 隔 壁 を 介 し て 互 い に 接 し た 密 封 性 の 第 一 室 と 第 二 室 と 、 第 一 室 内 で 回 転

す る 羽 根 を 有 す る 回 転 軸 体 と 、 第 一 室 に 存 在 し 、 前 記 羽 根 を 介 し て 前 記 回 転 軸 体 に 制 動 力

（ 反 応 力 ） を 与 え る 媒 体 と 、 第 二 室 は 、 前 記 隔 壁 と 対 す る 側 に あ る 移 動 板 を 備 え た ピ ス ト

ン と 、 前 記 ピ ス ト ン 又 は 前 記 移 動 板 を 押 す 復 元 体 を 備 え て い て 、 前 記 回 転 軸 体 の 回 転 開 始

に よ り 、 前 記 羽 根 に 前 記 媒 体 に よ る 制 動 が か か り 、 前 記 回 転 に よ り 、 前 記 媒 体 が 前 記 隔 壁

の 前 記 穴 を 介 し て 、 第 一 室 か ら 第 二 室 に 移 動 す る に つ れ 、 第 一 室 内 の 前 記 媒 体 が 減 少 し て

、 前 記 制 動 力 は 緩 和 さ れ 、 前 記 復 元 体 に よ り 前 記 移 動 板 が 第 二 室 の 前 記 媒 体 を 押 す 力 と 、

前 記 羽 根 が 前 記 媒 体 を 押 す 力 が 拮 抗 し た と き に 、 前 記 媒 体 が 前 記 隔 壁 の 前 記 穴 を 移 動 す る

こ と を 停 止 し て 、 そ の 状 態 で 最 低 の 制 動 力 状 態 に 至 り 、 前 記 回 転 軸 体 の 前 記 回 転 が 止 ま る

と 、 前 記 羽 根 が 前 記 媒 体 を 押 す 力 が な く な る の で 、 前 記 復 元 体 に よ り 前 記 移 動 板 が 第 二 室

内 の 前 記 媒 体 を 押 し て 、 前 記 媒 体 は 第 二 室 か ら 第 一 室 に 前 記 穴 を 移 動 し 、 第 一 室 の 前 記 媒

体 は 多 く な り 、 始 動 時 の 前 記 制 動 力 が 回 復 す る こ と を 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 始 動 時 制 動 装 置 に お い て 、

前 記 復 元 体 に は 、 復 元 力 可 変 手 段 を 備 え て 前 記 復 元 体 の 復 元 力 を 可 変 す る こ と を 可 能 と し

た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 始 動 時 制 動 装 置 に お い て 、

第 一 室 の 容 器 壁 の 室 内 面 に は 、 前 記 媒 体 を 導 く た め に 前 記 隔 壁 の 前 記 穴 に 繋 が る 溝 状 又 は

柵 状 の 媒 体 誘 導 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 始 動 時 制 動 装 置 に

お い て 、 前 記 回 転 軸 体 又 は 、 前 記 回 転 軸 体 に 接 続 す る 回 転 部 に 接 触 し て 所 望 の 制 動 力 を 与

え る 回 転 制 動 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 車 輪 駆 動 装 置 で あ っ て 、

車 輪 と 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 始 動 時 制 動 装 置 と を 備 え 、 前 記 始 動

時 制 動 装 置 の 前 記 回 転 軸 体 を 前 記 車 輪 の 回 転 軸 に 接 続 し 、 且 つ 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 筐

体 等 の 非 回 転 部 を 前 記 車 輪 の 筐 体 に 固 定 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 並 進 駆 動 装 置 で あ っ て 、

ピ ニ オ ン と 前 記 ピ ニ オ ン に か み 合 う ラ ッ ク と 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記

載 の 始 動 時 制 動 装 置 と を 備 え 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 前 記 回 転 軸 体 を 前 記 ピ ニ オ ン の 回 転

軸 に 接 続 し 、 且 つ 、 前 記 始 動 時 制 動 装 置 の 筐 体 等 の 非 回 転 部 を 前 記 ピ ニ オ ン 及 び ／ 又 は 前

記 ラ ッ ク を 有 す る 筐 体 等 の 非 回 転 部 に 固 定 し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】
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以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 に よ る 始 動 時 制 動 装 置 と こ れ を 用 い た 駆 動 装 置 で

は 、 移 動 や 回 転 な ど の 動 作 の 初 期 に 制 動 力 を 備 え 、 そ の 後 の 動 作 で は 制 動 力 が 緩 和 さ れ る

装 置 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 別 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 別 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 を 用 い た 駆 動 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 従 来 の 制 動 手 段 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 で は 、 媒 体 が 通 過 す る た め の 穴 の あ る 固 定 し た 隔 壁 を 介 し

て 互 い に 接 し た 密 封 性 の 第 一 室 と 第 二 室 と 、 第 一 室 内 で 回 転 す る 羽 根 を 有 す る 回 転 軸 体 と

第 一 室 に 存 在 し 、 羽 根 、 従 っ て 、 回 転 軸 体 に 制 動 力 （ 反 応 力 ） を 与 え る 媒 体 と 、 第 二 室 は

、 隔 壁 と 対 す る 側 に あ る 移 動 板 を 備 え た ピ ス ト ン と ピ ス ト ン 又 は 移 動 板 を 押 す 復 元 体 を 備

え て い て 、 回 転 軸 体 の 回 転 開 始 に よ り 、 羽 根 に 媒 体 に よ る 制 動 が か か り 、 回 転 に よ り 、 媒

体 が 隔 壁 の 穴 を 介 し て 、 第 一 室 か ら 第 二 室 に 移 動 す る に つ れ 、 第 一 室 内 の 媒 体 が 減 少 し て

、 制 動 力 は 緩 和 さ れ 、 復 元 体 に よ り 移 動 板 が 第 二 室 の 媒 体 を 押 す 力 と 、 羽 根 が 媒 体 を 押 す

力 が 拮 抗 し た と き に 、 媒 体 が 隔 壁 の 穴 を 移 動 す る こ と を 停 止 し て 、 そ の 状 態 で 最 低 の 制 動

状 態 に 至 り 、 回 転 軸 体 の 回 転 が 止 ま る と 、 羽 根 が 媒 体 を 押 す 力 が な く な る の で 、 復 元 体 に

よ り 移 動 板 が 第 二 室 内 の 媒 体 を 押 し て 、 媒 体 は 第 二 室 か ら 第 一 室 に 穴 を 移 動 し 、 再 び 、 第

一 室 の 媒 体 は 多 く な り 、 始 動 時 の 制 動 力 は 回 復 す る よ う に な っ て い る 。 以 下 図 に 沿 っ て 説

明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

図 １ は 、 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

１ － Ａ に お い て 、 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ は 、 穴 １ １ ０ の あ る 固 定 し た 隔 壁 １ ２ ０ を 介 し て

互 い に 接 し た 密 封 性 の 第 一 室 １ ３ ０ と 第 二 室 １ ４ ０ と 、 第 一 室 １ ３ ０ 内 で 回 転 す る 羽 根 １

５ １ を 有 す る 回 転 軸 体 １ ５ ０ と 第 一 室 １ ３ ０ 内 に 存 在 し 、 羽 根 １ ５ １ 、 従 っ て 、 回 転 軸 体

１ ５ ０ に 制 動 力 （ 反 応 力 ） を 与 え る 媒 体 １ ６ ０ と 、 第 二 室 １ ４ ０ は 、 隔 壁 １ ２ ０ と 対 す る

側 に あ る 移 動 板 １ ７ １ を 備 え た ピ ス ト ン １ ７ ０ と ピ ス ト ン １ ７ ０ 又 は 移 動 板 １ ７ １ を 押 す

復 元 体 １ ７ ２ を 備 え て い て 、 回 転 軸 体 １ ５ ０ の 回 転 開 始 に よ り 、 羽 根 １ ５ １ に 媒 体 １ ６ ０

に よ る 制 動 が か か り 、 回 転 に よ り 、 媒 体 １ ６ ０ が 隔 壁 １ ２ ０ の 穴 １ １ ０ を 介 し て 、 第 一 室

１ ３ ０ か ら 第 二 室 １ ４ ０ に 移 動 す る に つ れ 、 第 一 室 １ ３ ０ 内 の 媒 体 １ ６ ０ が 減 少 し て 、 制

動 力 は 緩 和 さ れ 、 復 元 体 １ ７ ２ に よ り 移 動 板 １ ７ １ が 第 二 室 １ ４ ０ の 媒 体 １ ６ ０ を 押 す 力

と 、 羽 根 １ ５ １ が 媒 体 １ ６ ０ を 押 す 力 が 拮 抗 し た と き に 、 媒 体 １ ６ ０ が 隔 壁 １ ２ ０ の 穴 １

１ ０ を 移 動 す る こ と を 停 止 し て 、 そ の 状 態 で 最 低 の 制 動 状 態 に 至 る 。

一 方 、 回 転 軸 体 １ ５ ０ の 回 転 が 止 ま る と 、 羽 根 １ ５ １ が 媒 体 １ ６ ０ を 押 す 力 が な く な る の

で 、 復 元 体 １ ７ ２ に よ り 移 動 板 １ ７ １ が 第 二 室 １ ４ ０ 内 の 媒 体 １ ６ ０ を 押 し て 、 媒 体 １ ６

０ は 第 二 室 １ ４ ０ か ら 第 一 室 １ ３ ０ に 穴 １ １ ０ を 移 動 す る 。 再 び 、 第 一 室 １ ３ ０ の 媒 体 １

６ ０ は 多 く な り 、 始 動 時 の 制 動 力 は 、 回 復 し て ゆ く 。

第 一 室 １ ３ ０ と 第 二 室 １ ４ ０ は 、 媒 体 １ ６ ０ が 他 に 漏 れ 出 さ な い 密 封 性 が あ る こ と は 当 然

で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

尚 、 第 一 室 １ ３ ０ と 第 二 室 １ ４ ０ の 合 計 の 容 積 は 、 移 動 板 １ ７ １ の 位 置 で 決 ま る 。

回 転 停 止 状 態 で は 、 移 動 板 １ ７ １ が 戻 り 容 積 が 最 小 側 に あ り 、 エ ア 圧 が 高 く 、 第 一 室 １ ３

０ に 媒 体 １ ６ ０ が 多 い の で 、 羽 根 １ ５ １ に 及 ぼ す 回 転 制 動 力 が 大 き い 。

回 転 稼 動 状 態 で は 、 媒 体 １ ６ ０ が 穴 １ １ ０ を 通 じ て 、 第 二 室 １ ４ ０ に 移 動 し 、 移 動 板 １ ７

１ は 押 さ れ て 、 容 積 が 最 大 側 に 移 動 す る 。 エ ア 圧 は 低 く な り 、 第 一 室 １ ３ ０ 内 の 媒 体 １ ６

０ は 少 な い の で 、 羽 根 １ ５ １ に 及 ぼ す 回 転 制 動 力 が 小 さ く な る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

復 元 体 １ ７ ２ が あ る 側 は 、 外 気 に 対 し て 開 口 し て も 、 閉 鎖 し て い て も よ い 。

開 口 し て い る 場 合 は 、 移 動 板 １ ７ １ を 押 す 力 は 、 復 元 体 １ ７ ２ が 与 え る が 、 閉 鎖 し て い る

場 合 は 、 移 動 板 １ ７ １ を 押 す 力 は 、 復 元 体 １ ７ ２ と 閉 鎖 空 間 に あ る エ ア の 圧 縮 に よ る 抗 力

が 加 わ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

媒 体 と し て は 、 粘 性 、 密 度 （ 質 量 ） の 大 き さ に よ り 、 制 動 力 の 大 き さ を 変 え る こ と が で き

、 そ の よ う な 媒 体 の 例 と し て は 、 ポ リ － α － オ レ フ ィ ン 等 の 高 分 子 、 シ リ コ ー ン 等 の グ リ

ー ス 、 水 ガ ラ ス な ど が あ げ ら れ る 。 オ イ ル の よ う な も の か ら ピ ッ チ の よ う な も の ま で 範 囲

が 広 い の で 、 媒 体 を 選 ぶ こ と で 、 小 さ い 制 動 力 か ら 大 き い 制 動 力 ま で を 得 る こ と が で き る

。

尚 、 羽 根 １ ５ １ は 、 単 数 で も よ い が 、 複 数 枚 を 均 等 に 配 置 す る と 制 動 力 の か か り 方 が 均 等

に な り 、 堅 牢 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

１ － Ｂ は 、 第 一 室 １ ３ ０ の 断 面 を 示 す 。 第 一 室 １ ３ ０ の 容 器 壁 １ ８ ０ の 内 面 に は 、 媒 体 １

６ ０ を 導 く た め に 隔 壁 １ ２ ０ の 穴 １ １ ０ に 繋 が る 溝 又 は 柵 状 の 媒 体 誘 導 手 段 １ ９ ０ を 設 け

て も よ い 。 １ － Ｃ に は 、 第 一 室 １ ３ ０ を 隔 壁 １ ２ ０ 側 か ら 透 か し て 見 た 場 合 の 図 を 示 し 、

穴 １ １ ０ が １ 個 の み 備 え 、 １ － Ａ で は 羽 根 １ ５ １ が １ 枚 だ っ た が 、 羽 根 １ ５ １ が ３ 枚 の 例

で あ る 。 媒 体 １ ６ ０ が 十 分 満 た さ れ て い る の で 、 羽 根 １ ５ １ は 、 停 止 し て い る 状 態 を 示 す

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

１ － Ｄ は 、 横 軸 に 時 間 、 縦 軸 に 制 動 力 を と っ て 、 停 止 と 稼 動 を 繰 り 返 し た 場 合 に 例 を 示 す

。

制 動 力 は 、 可 動 に よ り 最 大 か ら 、 次 第 に 低 下 し 、 最 小 値 に 至 り 、 そ の ま ま 稼 動 す る 。 停 止

す る と 、 徐 々 に 制 動 力 は 大 き く な り （ 但 し 、 回 っ て な い の で 、 力 は 感 じ て な い ） 、 最 大 値

に 戻 る 。 再 び 、 稼 動 す る と 、 今 度 は 、 短 い 時 間 な の で 、 す ぐ 停 止 に な る の で 、 制 動 力 は 最

小 値 ま で 行 か な い で 途 中 か ら 徐 々 に 制 動 力 は 大 き く な り 、 最 大 値 に な り 、 そ の 後 、 又 、 稼

動 す る と 制 動 力 は 、 最 小 値 ま で 低 下 し 、 短 い 時 間 停 止 す る と 、 制 動 力 は 徐 々 に 大 き く な る

が 最 大 値 ま で 行 か ず に 、 再 び 低 下 す る こ と を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 時 間 が 短 い 場 合 は

、 最 小 値 と 最 大 値 の 間 の 途 中 ま で し か 回 復 し な い 。

停 止 状 態 か ら 始 動 時 は 、 制 動 力 が 大 き く 、 稼 動 に よ り 制 動 力 は 低 下 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

図 ２ は 、 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 別 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 ２ － Ａ に お い

て 、 図 １ と の 違 い は 、 復 元 体 １ ７ ２ の 復 元 力 を 可 変 す る 復 元 力 可 変 手 段 １ ７ ３ を 備 え た 例

で あ る 。 こ の 図 で は 、 復 元 力 可 変 手 段 １ ７ ３ は 、 ダ イ ヤ ル に な っ て い て 、 回 転 す る と 、 復

元 体 １ ７ ２ が 収 縮 ・ 伸 張 し 、 復 元 力 を 変 え る こ と が で き る 。 復 元 力 可 変 手 段 １ ７ ３ は 、 押

し 込 み 式 に す る と か 他 の 手 段 も 取 れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 ２ － Ｂ に 示 す よ う に 、 制 動 力 の

最 小 値 を 変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

図 ３ は 、 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 の 別 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

図 １ と の 差 異 は 、 回 転 軸 体 １ ５ ０ 又 は 、 そ れ に 接 続 す る 回 転 部 に 接 触 し て 所 望 の 制 動 力 を

与 え る 回 転 制 動 手 段 １ ５ ２ を 備 え た 例 で あ る 。 良 く 知 ら れ た ブ レ ー キ パ ッ ド な ど い ろ い ろ

の 構 造 形 態 が 知 ら れ て い る 。 そ の 結 果 、 回 転 制 動 手 段 １ ５ ２ に よ る 制 動 力 の 分 だ け 、 制 動

力 が 持 ち 上 が る 。 そ の 状 態 を ３ － Ｂ に 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

図 ４ は 、 本 発 明 に か か る 始 動 時 制 動 装 置 を 用 い た 駆 動 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

４ － Ａ で は 、 図 １ か ら 図 ３ で 説 明 し た 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ を 車 輪 ４ １ ０ の 回 転 軸 に 備 え

た も の で 、 勿 論 、 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ の 筐 体 は 、 車 輪 筐 体 ４ ２ ０ に 固 定 さ れ る 。 そ う す

る と 、 始 動 時 制 動 機 能 の あ る 車 輪 が で き る 。

右 側 に は 、 矢 印 方 向 に 見 た 側 面 図 を 示 す 。
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４ － Ｂ に お い て 、 図 １ か ら 図 ３ で 説 明 し た 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ は 、 回 転 を 対 象 に し た も

の で あ っ た が 、 こ れ を 用 い て 、 ピ ニ オ ン － ラ ッ ク 歯 車 ４ ３ ０ を 使 う と 、 並 進 の 始 動 時 制 動

装 置 が 容 易 に で き る 。 勿 論 、 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ の 筐 体 は 、 他 の 固 定 し た 筐 体 等 に 固 定

さ れ る 。 円 形 歯 車 ピ ニ オ ン と 平 板 歯 が 噛 み あ っ て い る の で 、 始 動 時 制 動 装 置 １ ０ ０ の 回 転

軸 が ピ ニ オ ン の 軸 に 接 続 し て い る と 、 並 進 の 始 動 時 制 動 が 可 能 と な る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に 始 動 時 制 動 装 置 と こ れ を 用 い た 駆 動 装 置 は 、 始 動 時 に 大 き な 制 動 力

が か か り 、 動 く に つ れ て 制 動 力 が 低 下 す る の で 、 産 業 上 利 用 し て 極 め て 好 都 合 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

１ ０ ０ 　 始 動 時 制 動 装 置

１ １ ０ 　 穴

１ ２ ０ 　 隔 壁

１ ３ ０ 　 第 一 室

１ ４ ０ 　 第 二 室

１ ５ ０ 　 回 転 軸 体

１ ５ １ 　 羽 根

１ ５ ２ 　 回 転 制 動 手 段

１ ６ ０ 　 媒 体

１ ７ ０ 　 ピ ス ト ン

１ ７ １ 　 移 動 板

１ ７ ２ 　 復 元 体

１ ７ ３ 　 復 元 力 可 変 手 段

１ ８ ０ 　 容 器 壁

４ １ ０ 　 車 輪

４ ２ ０ 　 車 輪 筐 体

４ ３ ０ 　 ピ ニ オ ン － ラ ッ ク 歯 車
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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